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平成 23 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績との差異、 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成 22 年７月 30 日に公表いたしました平成 23 年３月期の第２四半期累計期間の連結業績予想及び平成
22 年４月 28 日に公表いたしました平成 23 年３月期の第２四半期累計期間の個別業績予想に対し、下記の
通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、最近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年４月 28 日の決算短信発表時に公表いたしました平成 23 年
３月期の連結業績予想及び個別業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 平成 23 年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

（連結） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,400 1,600 1,300 400 7 円 49 銭 

実 績（Ｂ） 25,641 1,867 1,790 745 13 円 96 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,241 267 490 345 － 

増 減 率            （％） 5.1  16.7 37.7   86.3 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 22 年３月期第２四半期） 

13,248 △785 △422 △178 △4 円 16 銭 

   
（個別） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 9,000 100 150 100 1 円 87 銭 

実 績（Ｂ） 9,542 159 543 412 7 円 73 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 542 59 393 312 － 

増 減 率            （％） 6.0  59.0 262.0   312.0 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 22 年３月期第２四半期） 

7,287 △436 35 29 0 円 68 銭 

 

 

 

 

 

 

経理ＥＤＩ
FASF会員マーク・新



 

２.平成 23 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（連結） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 47,000 2,000 1,800 550 10 円 30 銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 50,000 2,800 2,600 1,000 18 円 72 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 3,000 800 800 450 － 

増 減 率            （％） 6.4  40.0 44.4   81.8 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年３月期） 

34,966 231 500 △15 △0 円 33 銭 

 

（個別） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 19,000 300 400 250 4 円 68 銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 19,000 300 700 500 9 円 36 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） - - 300 250 － 

増 減 率            （％） - - 75.0   100.0 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年３月期） 

16,176 △270 209 117 2 円 45 銭 

 

 

３.差異及び修正の理由  

(1) 連結業績予想 
新興国等の海外自動車関連需要や国内ステンレス需要が堅調に推移した結果、第２四半期累計期間の売

上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が、平成 22 年７月 30 日に公表した数値を上回る結果となりま
した。通期の業績予想につきましては、連結子会社の売上高、営業利益の増額も見込まれることから、売
上高、営業利益、経常利益及び当期純利益のそれぞれが前回予想を上回る見通しであります。 

 
 

(2) 個別業績予想 
需要環境全般は依然厳しい状況にありますが、拡販努力、コスト削減、在外子会社からの配当金の計上

等により、第２四半期累計期間の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が、平成 22 年４月 28 日に公
表した数値を上回る結果となりました。通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の実績を踏
まえた結果、国内需要の不透明感から売上高、営業利益は前回予想を据え置き、経常利益、当期純利益は
前回予想を上回る見通しであります。 

 

（注）上記の業績予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 
今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性がありますことをご承知おきください。 

 

以   上 


